
環境保全や受益者負担の原則を図るため、処理手数料を新設する

ことといたしました。

本来、浄化槽は、下水道法に基づき、下水道供用開始後、速やかに

廃止して下水道に切り替えることが義務付けられています。

市内では、下水道普及率が100％に達し、下水道が使用できる一

方で、浄化槽が依然として存在し、処理水や生活雑排水が既存水路

へ排出されており、公共用水域の水質保全の観点から望ましくない

状況にあります。また、浄化槽汚泥の処分費は、市費で負担しています。

東大和市からの大切なお知らせ
浄化槽使用者の皆様へ

令和8年4月1日から、

浄化槽汚泥処理手数料がかかります。

事業所等

２，０００リットルまで１５，８００円※

※２，０００リットルを超える場合は、１，０００リットル

まで増すごとに７，９００円を加算した額

一般家庭 １浄化槽１回につき２,０００円

手数料の新設理由

※この手数料は、清掃料金とは別途発生します。

（裏面あり）

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。



東大和市役所環境対策課ごみ減量係
042-563-2111（内線1241）

故障や消毒剤の不足により、汚れた水が河川等に放流されるのを
防ぐため、定期的な点検・修理や消毒剤の補充を行う作業です。

【問合せ先】 東京都多摩環境事務所廃棄物対策課 浄化槽担当 042-528-2692

浄化槽をお使いの方には、法律で守らなければいけない3つの義務があります。

Q＆A

問い合わせ先

汚泥がたまりすぎると浄化槽の機能が十分に発揮できなくなる
ため、定期的に汚泥をくみ取り、槽内を洗浄する作業です。

3つの義務

浄化槽が正常に機能しているか総合的に判断するための検査です。

【問合せ先】 公益財団法人 東京都環境公社 多摩分室 042−595-7982

保守
点検

法定
検査

清掃

年3～4回

年１回

年１回以上

Ｑ いつの清掃から手数料が発生しますか？

令和8年4月1日以降に清掃した浄化槽汚泥から手数料が発生します。

Ｑ どのように納付すればよいですか？

お手元に納付書が届きましたら、指定の金融機関等でご納付ください。

Ｑ 下水道への切り換えは義務ですか？

浄化槽は下水道法に基づき、下水道供用開始後、速やかに廃止して

下水道に切り替えることが義務付けられています。

Ｑ 下水道への切り換え工事はどうすればよいですか？

別添の「公共下水道への接続（切り替え）のお願い」をご覧ください。
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